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（電流値 10-30µA、パルス時間幅 0.2msec、頻度 250Hz、パルス数 20 発）で行った。サッケードと同時にター
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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は、運動学習のモデルとしてサッケード適応に注目し、学習信号が脳のどこで生成されるのかにつ
いて調べたものである。サッケード適応の学習信号の起源の候補として、中脳の上丘に着目して検討した。
上丘はサッケード発現に関わる中枢であるが、小脳虫部に入力する橋被蓋網様核および内側副オリーブ核に
対しても軸索を投射しているため、上丘はこれらの神経核を介し、小脳虫部に学習信号を送っている可能性
がある。そこで、サッケードの直後に上丘を電気刺激することにより生成した人工的な信号によってサッケー
ド適応を誘発することができるか否かを、サルを用いて検証し、サッケード適応が認められることを見いだ
した。更に、上丘電気刺激により誘発された運動終点シフトの方向が、上丘電気刺激部位がコードするサッ
ケードの方向と類似していることを見いだし、上丘各部にサッケード終点がシフトすべき方向の地図が表現
されていることが示唆された。これらはサッケード適応の学習信号のメカニズム解明に重要な知見を与える
ものであり、価値ある研究と考えられる。
　よって、著者は博士（神経科学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
